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ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
は
1
9
5
0
年

代
に
、
黒
人
音
楽
と
白
人
音
楽

が
融
合
し
て
生
ま
れ
た
。
チ
ャ
ッ
ク
・

ベ
リ
ー
や
エ
ル
ビ
ス
・
プ
レ
ス
リ
ー
な

ど
が
パ
イ
オ
ニ
ア
で
、
や
が
て
英
国
に

波
及
、
ビ
ー
ト
ル
ズ
、
ロ
ー
リ
ン
グ
・

ス
ト
ー
ン
ズ
が
生
ま
れ
た
。
そ
の
頃
か

ら
ロ
ッ
ク
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

サ
ウ
ン
ド
は
よ
り
ハ
ー
ド
な
も
の
へ
と

変
化
し
、
ジ
ミ
ー
・
ヘ
ン
ド
リ
ク
ス
、

レ
ッ
ド
・
ツ
ェ
ッ
ペ
リ
ン
な
ど
70
年
代

へ
と
続
く
。
テ
ネ
シ
ー
州
な
ど
の
地
方

都
市
か
ら
発
信
さ
れ
一
握
り
の
天
才
的

な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
主
流
だ
っ
た
ロ
ッ

ク
ン
ロ
ー
ル
か
ら
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
や

ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
、
ロ
ン
ド
ン
と
い
っ

た
大
都
市
を
拠
点
に
企
業
が
シ
ス
テ
ム

的
に
作
品
を
生
み
出
す
ロ
ッ
ク
の
時
代

へ
と
変
遷
し
た
。
優
れ
た
プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
の
重
要
性
が
増
し
、
運
営
側
が
主

導
権
を
握
り
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
重
視

の
構
造
に
組
み
込
ま
れ
た
。
し
か
し
、

そ
の
商
業
支
配
に
対
し
て
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
自
身
が
作
品
で
否
定
す
る
と
い
っ

た
自
己
矛
盾
を
底
流
に
持
ち
続
け
て
い

る
こ
と
は
、
ロ
ッ
ク
の
面
白
い
と
こ
ろ

で
も
あ
る
。

　

細
か
い
歴
史
は
飛
ば
す
が
、
70
年
代

後
半
か
ら
80
年
代
に
パ
ン
ク
ロ
ッ
ク
が

世
界
を
席
巻
し
、﹁
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル

は
死
ん
だ
﹂
と
世
界
中
で
言
わ
れ
た
。

そ
の
後
90
年
代
に
入
り
、
米
国
か
ら
ニ

ル
ヴ
ァ
ー
ナ
、
政
治
的
活
動
や
思
想
的

メ
ッ
セ
ー
ジ
で
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た

レ
イ
ジ
・
ア
ゲ
イ
ン
ス
ト
・
ザ
・
マ
シ

ー
ン
、
英
国
か
ら
レ
デ
ィ
オ
ヘ
ッ
ド
な

ど
、
多
く
の
天
才
的
な
バ
ン
ド
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
が
世
に
出
た
。
こ
れ
ら
は
グ

ラ
ン
ジ
ロ
ッ
ク
と
も
言
わ
れ
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
・
ロ
ッ
ク
の
象
徴
と
称
さ
れ
た
。

作
品
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
主
導
、
レ
コ
ー

ド
会
社
を
自
ら
選
ぶ
、
あ
る
い
は
自
分

た
ち
で
作
る
と
い
う
独
自
の
展
開
、
ア

ー
テ
ィ
ス
ト
の
個
性
、
サ
ウ
ン
ド
だ
け

で
は
な
く
、
色
々
な
意
味
で
﹁
オ
ル
タ

ナ
テ
ィ
ブ
﹂
だ
っ
た
。
2
0
0
0
年
以

降
は
ポ
ス
ト
ロ
ッ
ク
が
出
て
き
て
、
独

創
的
な
サ
ウ
ン
ド
と
個
性
的
な
活
動
が

目
を
引
き
、
商
業
的
な
王
道
に
は
乗
ら

ず
に
、
そ
れ
ぞ
れ
が
独
自
の
路
線
を
築

い
て
い
る
。
一
方
で
、
商
業
支
配
の
ロ

ッ
ク
の
灯
り
も
消
え
て
い
な
い
。

　

さ
ぁ
て
、
恐
れ
多
く
も
﹃
ハ
リ
ー

ナ
﹄
に
て
、
何
で
こ
ん
な
こ
と
を
書
い

て
し
ま
っ
た
の
か
。
ふ
と
、
ロ
ッ
ク
を

日
本
の
農
業
や
バ
ナ
ナ
に
当
て
は
め
て

み
た
ら
ど
う
な
る
か
と
思
っ
た
の
か
。

た
ま
に
は
ロ
ッ
ク
を
大
音
量
で
聞
い
て
、

脳
天
を
ブ
チ
抜
き
た
い
。
■

　タイスは東ティモールの女性

が織る伝統的な装飾品です。昔

からお祝いごとや儀式の際に用

いられてきました。その昔は、家

畜などの取引の単位として使われていたとも聞き

ます。様々な形と色柄がありますが、一般的なも

のはスカーフからバスタオル位の大きさで、慣習

的な儀式や客人を迎える際に相手の首にかけま

す。山間部の村では、厚手で大判の毛織りのタイ

スで暖を取っている光景を見かけることもありま

す。最近は、お財布や携帯電話入れなどに仕立て

たものや、植物染料と天然素材で作ったものなど、

女性グループやNGOが新たな市場の開拓に取り

組んでいます。独立後12年を迎えた東ティモール、

タイスを眺めていると人びとの笑顔やこれまで歩

んできた道に思いが巡ります。（義村浩司）

「ポコポコ」は「サンゴ礁の満潮」をイメージしています。潮が満ちていくにつれ、サンゴ礁のあちらこちらに“ポコ”（水たまり）が現れて、ポコポコ同士がつながり始め、いつのま
にか一面海になるというイメージです。アジアの各地域で「ポコ」が生まれ、気がつけばつながっているような活動をしていきたいという思いがこめられています。
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「オルタナティブ」って―音楽と農業とバナナと
秋山澄兄／あきやま・すみえ
一般社団法人BMW技術協会事務局長
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特
売
商
品
の
目
玉
と
な
る
ほ
ど
に
安

価
な
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
バ
ナ
ナ
が
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
労
働
者
の
安
い
賃
金
と

大
量
の
農
薬
に
よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い

る
実
態
を
調
査
し
、
痛
烈
に
批
判
し
た

の
が
鶴
見
良
行
氏
の
著
作
﹃
バ
ナ
ナ
と

日
本
人
﹄︵
岩
波
新
書
、1
9
8
2
年
︶
で
あ
る
。

農
民
を
強
制
的
に
立
ち
退
か
せ
て
開
設

し
た
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
お
け
る
劣

悪
な
労
働
条
件
、
農
薬
に
よ
る
労
働
者

の
健
康
被
害
や
環
境
汚
染
、
労
働
運
動

に
対
す
る
弾
圧
な
ど
、
日
本
人
が
知
ら

な
か
っ
た
産
地
の
現
実
を
明
る
み
に
し

た
。
ま
た
、
頻
繁
に
散
布
さ
れ
る
農
薬

︵
主
に
防
カ
ビ
剤
︶
や
収
穫
後
に
軸
腐
れ
を

防
ぐ
た
め
に
使
用
さ
れ
る
防
腐
剤
が
バ

ナ
ナ
の
皮
や
果
肉
に
残
留
す
る
た
め
、

食
べ
る
側
の
安
全
性
の
問
題
も
指
摘
さ

れ
た
。

　

国
内
の
バ
ナ
ナ
市
場
に
目
を
向
け
る

と
、
今
も
多
国
籍
企
業
の
ラ
ベ
ル
が
貼

ら
れ
た
安
い
バ
ナ
ナ
が
主
流
で
あ
る
一

方
で
、
30
年
前
に
は
な
か
っ
た
有
機
栽

培
バ
ナ
ナ
、
フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
・
バ
ナ

ナ
、
高
地
栽
培
バ
ナ
ナ
な
ど
、
ブ
ラ
ン

ド
化
さ
れ
た
バ
ナ
ナ
が
登
場
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
、
寒
暖
差
が
あ
る
標
高
の
高

い
地
域
で
栽
培
す
る
た
め
甘
み
が
乗
る

と
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
フ
ィ
リ
ピ
ン
産
の

高
地
栽
培
バ
ナ
ナ
は
ど
こ
の
ス
ー
パ
ー

現地報告・ミンダナオ島
フィリピンバナナの現実

ミンダナオ島ダバオ市にあるバナナ・プランテーション。

ミンダナオ島

ネグロス島

マニラ

マキララ

レイクセブ ツピ

ダバオ

フィリピンマニラ

マキララ

レイクセブ ツピ

ダバオ

フィリピン

ミンダナオ島

ネグロス島

　日本人のバナナの年間購入量は、1994年以来りんごやみかんを抜いて生鮮果実の中でトップの座を占めてきた。そ
のバナナはどこから来るのか？　実に日本で流通しているバナナの94.5％がフィリピン・ミンダナオ島で生産されて
いる（2012年統計）。ドールやデルモンテでおなじみの多国籍アグリビジネスが直営するプランテーションのバナナである。
　安価で大衆的な果物になったバナナの背景に、労働者の権利侵害や大量の農薬散布が問題視されて久しいが、最
近のプランテーション・バナナの実態について私たちは限られた情報しかもち得なかった。
　今年、㈱オルター・トレード・ジャパン（ATJ）とAPLAは、新しく調査活動を開始した。ミンダナオ島のバナナ・プラン
テーションで今、何が起こっているのか、それに対してバランゴンバナナの民衆交易はどのような意味をもって地域に
根付いているのか。
　今号では、その予備調査として訪問したミンダナオ島の最近の様子を紹介する。（編集部）

ミンダナオ島は、ルソン島についでフィリピンで2番目に
大きな島。北海道の約1.3倍の広さに1400万人が暮らす。

小林和夫／こばやし・かずお
㈱オルタ・トレード・ジャパン政策室
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ど
も
た
ち
の
上
を
通
り
過
ぎ
る
。
農
園

労
働
者
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
風
で
飛

散
し
た
農
薬
は
飲
料
水
や
生
活
用
水
の

水
源︵
川
や
湖
、
泉
︶
を
汚
染
し
、
近
隣
の

野
菜
畑
や
居
住
地
域
も
汚
染
す
る
。
政

府
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
と
学
校
、
川
、

公
道
、
居
住
地
の
間
に
樹
木
な
ど
で
緩

衝
地
帯
を
設
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
て

い
る
が
、
実
際
に
は
守
ら
れ
て
い
な
い
。

　

若
干
古
い
調
査
と
な
る
が
、
2
0
0 

6
年
、
ダ
バ
オ
・
デ
ル
・
ス
ー
ル
州
ハ
ゴ

ノ
イ
町
で
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
医
学
部
が

実
施
し
た
調
査
が
示
唆
す
る
問
題
は
深

刻
だ
。
何
年
に
も
わ
た
っ
て
農
薬
の
空

中
散
布
が
実
施
さ
れ
て
い
る
バ
ナ
ナ
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
隣
接
し
て
い
る

カ
モ
カ
ア
ン
村
の
住
民
の
健
康
状
態
を

調
査
し
た
も
の
だ
。

　

カ
モ
カ
ア
ン
村
で
は
、
殺
菌
剤
で
あ

る
﹁
黄
色
の
粉
﹂
が
散
布
さ
れ
た
直
後

に
80
％
の
人
が
目
の
症
状︵
痛
み
、
充
血
、

涙
、
か
ゆ
み
、
ぼ
や
け
︶、
頭
痛
や
め
ま
い
、

皮
膚
の
痒
み
、
咳
な
ど
の
症
状
を
訴
え

て
い
た
。
そ
う
し
た
急
性
症
状
以
外
に

も
、
農
薬
散
布
に
起
因
す
る
様
々
な
症

状
、
具
体
的
に
は
子
ど
も
の
発
達
障
害
、

伝
染
病
に
対
す
る
抵
抗
力
の
減
退
、
甲

状
腺
が
ん
、
血
液
疾
患
、
神
経
障
害
が

診
断
さ
れ
た
。
約
3
分
の
1
の
住
民
の

血
液
か
ら
殺
菌
剤
の
成
分
が
見
つ
か
っ

地
元
に
雇
用
の
機
会
が
少
な
い
た
め
、

住
民
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
開
発
を
歓

迎
し
た
。
農
民
は
土
地
の
リ
ー
ス
料
も

手
に
入
る
し
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

働
く
こ
と
も
で
き
る
。
当
初
は
1
0
0

0
人
以
上
の
労
働
者
が
働
い
て
い
た
が
、

作
業
は
簡
易
で
あ
る
た
め
そ
れ
ほ
ど
人

手
を
要
さ
ず
、
現
在
は
5
0
0
～
6
0

0
人
程
度
が
働
い
て
い
る
。
大
型
機
械

に
よ
る
農
薬
散
布
は
3
日
に
1
回
、
労

働
者
の
手
に
よ
る
散
布
は
毎
日
実
施
さ

れ
る
。
農
薬
散
布
後
1
時
間
は
立
ち
入

り
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
1
時
間
後

も
バ
ナ
ナ
か
ら
農
薬
は
滴
り
落
ち
て
い

る
。
農
薬
を
吸
引
し
て
か
気
絶
、
卒
倒

し
て
病
院
に
運
ば
れ
た
労
働
者
の
事
例

も
あ
る
。
私
の
家
も
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
の
近
く
に
あ
る
た
め
、
風
向
き
に
よ

っ
て
は
農
薬
が
飛
散
し
て
く
る
。
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
す
ぐ
隣
に
小
学
校
の

敷
地
が
あ
り
、
農
薬
の
飛
散
が
心
配
だ
。

ド
ー
ル
は
幹
線
道
路
と
村
を
結
ぶ
道
路

を
整
備
し
た
り
、
村
に
あ
る
小
学
校
に

図
書
を
寄
付
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
上

に
子
ど
も
の
健
康
が
大
事
で
は
な
い

か
﹂。
そ
し
て
、
農
民
が
労
働
者
に
な

っ
て
ド
ー
ル
に
依
存
す
る
姿
を
見
て
い

る
と
、
自
ら
土
地
を
耕
し
て
い
た
農
民

が
怠
惰
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
感
じ
て

し
ま
う
と
付
け
加
え
た
。
村
長
は
バ
ラ

の
労
働
時
間
は
8
時
間
。
梱
包
す
る
数

量
の
ノ
ル
マ
が
あ
り
、
残
業
は
ザ
ラ
だ

っ
た
。
毎
朝
6
時
か
ら
働
き
始
め
、
時

に
は
深
夜
、
朝
方
ま
で
働
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
最
悪
の
ケ
ー
ス
は
翌
朝
7

時
ま
で
勤
務
が
続
い
た
こ
と
が
あ
る
。

1
時
間
の
休
憩
の
後
、
午
前
8
時
か
ら

ま
た
働
き
始
め
た
。
日
曜
日
も
休
み
は

な
か
っ
た
。
私
は
独
身
だ
っ
た
け
れ
ど
、

子
ど
も
を
持
っ
て
い
る
女
性
も
同
様
の

条
件
で
働
い
て
い
た
」。

男
性
労
働
者
C
さ
ん

（
30
歳
、B
さ
ん
と
は
別
の
ス
ミ
フ
ル
の
農
園
で
3
年
間
勤
務
）

　
「
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
広
さ
は
約

3
5
0
ha
で
7
0
0
人
ほ
ど
の
労
働
者

が
働
い
て
い
た
。
農
園
で
農
薬
を
散
布

す
る
作
業
に
従
事
し
た
の
ち
、
2
ヵ
月

間
だ
が
農
薬
の
原
液
を
混
ぜ
る
業
務
に

就
い
た
。
農
薬
は
強
力
で
、
作
業
中
は

い
つ
も
気
分
が
悪
く
な
っ
た
。
食
欲
も

な
く
な
り
、
夜
も
不
眠
に
悩
ま
さ
れ
た
。

こ
の
仕
事
は
本
当
に
嫌
だ
っ
た
。
農
園

で
ナ
ッ
プ
ザ
ッ
ク
の
農
薬
を
散
布
す
る

場
合
、
1
日
2
0
0
リ
ッ
ト
ル
の
ノ
ル

マ
が
あ
る
。
友
人
は
農
園
で
農
薬
を
散

布
す
る
作
業
に
従
事
し
た
が
、
散
布
の

後
は
常
に
頭
痛
と
痒
み
が
生
じ
た
。
会

社
か
ら
防
護
装
備
を
提
供
さ
れ
た
が
、

暑
さ
の
た
め
正
し
く
着
用
せ
ず
、
バ

〈
注
３
〉

ッ

で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
ス
ー
パ
ー
で

﹁
ス
ウ
ィ
ー
テ
ィ
オ
﹂﹁
極
選
﹂﹁
甘
熟

王
﹂
と
い
っ
た
ブ
ラ
ン
ド
名
の
バ
ナ
ナ

を
見
か
け
た
方
も
多
い
だ
ろ
う
。

　
﹃
バ
ナ
ナ
と
日
本
人
﹄
か
ら
32
年
。

バ
ナ
ナ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
実
態

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
調

査
主
任
の
市
橋
秀
夫
さ
ん︵
埼
玉
大
学
教

員
︶、
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
社︵
A
T
C
︶

社
長
の
ヒ
ル
ダ
・
カ
ド
ゥ
ヤ
さ
ん
、
そ

し
て
A
T
J
フ
ィ
リ
ピ
ン
駐
在
員
の
黒

岩
竜
太
さ
ん
と
と
も
に
2
0
1
4
年
2

月
9
日
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
最
大
都
市

で
あ
る
ダ
バ
オ
市
に
降
り
立
っ
た
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
は
今

　

ダ
バ
オ
市
か
ら
車
で
3
時
間
、
雲
の

た
。
土
壌
や
空
気
に
も
残
留
農
薬
が
あ

っ
た
。
調
査
結
果
に
基
づ
き
、
調
査
団

は
農
薬
の
空
中
散
布
の
中
止
を
求
め
た
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
近
隣
で
生
活
す
る

住
民
に
農
薬
被
害
が
起
き
て
い
た
こ
と

は
衝
撃
的
だ
。
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で

働
く
労
働
者
の
健
康
被
害
は
も
っ
と
深

刻
で
あ
る
と
危
惧
さ
れ
る
。

先
住
民
族
の
暮
ら
し
を
支
え
る

も
う
ひ
と
つ
の
バ
ナ
ナ

　

ネ
グ
ロ
ス
島
か
ら
始
ま
っ
た
バ
ラ
ン

ゴ
ン
バ
ナ
ナ
の
民
衆
交
易
は
、
そ
の
後
、

地
域
を
拡
大
し
て
2
0
0
0
年
に
は
ミ

ン
ダ
ナ
オ
島
に
産
地
を
展
開
し
た
。
現

在
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
は
4
つ
の
バ
ラ

ン
ゴ
ン
の
産
地
が
あ
り
、
輸
入
量
全
体

の
40
％
を
占
め
る
重
要
な
産
地
に
な
っ

て
い
る
。
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
に
お
い
て
バ

ラ
ン
ゴ
ン
は
ど
う
い
う
意
味
と
役
割
を

持
ち
得
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
も
予
備

調
査
の
目
的
の
一
つ
だ
っ
た
。

　

予
備
調
査
で
訪
問
し
た
の
は
南
コ
タ

バ
ト
州
レ
イ
ク
セ
ブ
町
、
ツ
ピ
町
、
そ

し
て
前
述
の
コ
タ
バ
ト
州
マ
キ
ラ
ラ
町

の
3
産
地
で
あ
る
。

　

レ
イ
ク
セ
ブ
町
の
生
産
者
の
多
く
は

先
住
民
族
の
オ
ボ
族
で
あ
る
。
オ
ボ
族

は
森
の
中
で
狩
猟
・
採
集
生
活
を
長
く

送
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
近
年
、
商
業

ン
ゴ
ン
栽
培
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。

無
農
薬
栽
培
な
の
で
環
境
に
も
生
産
者

に
も
消
費
者
に
も
優
し
い
。
村
で
は
1

0
0
人
を
超
す
農
民
が
バ
ラ
ン
ゴ
ン
栽

培
に
強
い
関
心
と
期
待
を
寄
せ
て
い
る

と
い
う
。

バ
ナ
ナ
労
働
者
の
話

　

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
働
い
た
経
験

の
あ
る
人
で
取
材
を
受
け
入
れ
て
く
れ

る
人
を
探
す
の
は
な
か
な
か
大
変
だ
っ

た
。
何
と
か
伝
手
を
た
ど
っ
て
ス

〈
注
２
〉ミ

フ

ル
の
農
園
で
働
い
て
い
た
元
労
働
者
2

人
の
体
験
を
聞
き
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

女
性
労
働
者
B
さ
ん

（
30
歳
、
ス
ミ
フ
ル
の
農
園
で
4
年
間
勤
務
）

　
「
バ
ナ
ナ
の
パ
ッ
キ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ド
・
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
後
に
衰
弱
し
て

23
歳
で
亡
く
な
っ
た
労
働
者
も
い
る
」。

　

2
人
と
も
基
本
給
は
政
府
の
最
低
賃

金
レ
ベ
ル
は
支
払
わ
れ
、
残
業
手
当
も

付
い
た
。
C
さ
ん
の
場
合
は
社
会
保
険
、

医
療
保
険
も
完
備
し
て
い
た
と
い
う
が
、

労
働
条
件
の
劣
悪
さ
は
否
定
し
よ
う
が

な
い
。
農
薬
禍
を
含
め
て
鶴
見
氏
が
告

発
し
た
バ
ナ
ナ
農
園
に
お
け
る
多
国
籍

企
業
の
人
権
蹂
躙
、
環
境
破
壊
の
構
造

は
大
き
く
は
変
わ
っ
て
い
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
た
。

条
例
を
無
視
し
た
農
薬
散
布
が

い
た
る
と
こ
ろ
で

　

元
労
働
者
か
ら
の
証
言
に
も
出
て
き

た
農
薬
使
用
の
現
状
は
ど
う
な
っ
て
い

る
の
だ
ろ
う
か
。
ダ
バ
オ
市
で
農
薬
の

空
中
散
布
に
反
対
す
る
運
動
を
展
開
し

て
い
る
I
D
I
S
と
い
う
N
G
O
に
よ

る
と
、
農
薬︵
防
か
び
剤
︶
の
空
中
散
布
は

コ
タ
バ
ト
州
、
ブ
キ
ッ
ド
ノ
ン
州
で
は

条
例
で
禁
止
さ
れ
た
も
の
の
、
大
規
模

な
バ
ナ
ナ
や
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
の
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
広
が
る
ダ
バ
オ
市
周
辺

や
南
コ
タ
バ
ト
州
な
ど
で
は
依
然
続
い

て
い
る
そ
う
だ
。

　

空
中
散
布
す
る
の
は
早
朝
、
風
が
弱

い
時
間
帯
。
軽
飛
行
機
が
通
学
す
る
子

合
間
か
ら
時
折
顔
を
の
ぞ
か
せ
る
フ
ィ

リ
ピ
ン
最
高
峰
の
ア
ポ
山︵
標
高
2
9
5
4

メ
ー
ト
ル
︶
の
麓
を
ぐ
る
っ
と
回
っ
て
コ

タ
バ
ト
州
マ
キ
ラ
ラ
町
に
到
着
し
た
。

コ
タ
バ
ト
州
、
南
コ
タ
バ
ト
州
は
、
パ

ナ
イ
島
や
ネ
グ
ロ
ス
島
か
ら
移
住
し
た

イ
ロ
ン
ゴ
語
圏
の
人
び
と
が
多
い
。

　

マ
キ
ラ
ラ
町
で
は
2
0
0
0
年
以
降
、

ド
〈
注
１
〉ー

ル
が
バ
ナ
ナ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
開
発
し
、
そ
の
面
積
は
1
1
0
0

ha
に
及
ん
で
い
る
。
そ
の
一
つ
、
2
0 

0
ha
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ

れ
た
A
村
の
村
長
か
ら
直
接
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。

　
﹁
村
に
は
約
3
0
0
世
帯
の
先
住
民

族
、
ム
ス
リ
ム
、
ル
ソ
ン
島
や
ビ
サ
ヤ

地
方
か
ら
の
入
植
者
が
住
ん
で
い
る
。

幹線道路脇で見かけた空中散布時間の告知板。2月15日～
17日午前5時半～8時半とある（ダトゥ・パグラス町）。

伊藤忠（ドール）
30.1%

スミフル
29.4%

デルモンテ
15.0%

UJC（チキータ）
12.8%

その他
12.7%

伊藤忠（ドール）
30.1%UJC（チキータ）

12.8%

日本のバナナ輸入量（㎏）の生産国別推移（1960～2012年）

日本の企業別フィリピンバナナ輸入割合（2013年）

（出典：財務省貿易統計）

（出典：2013年度輸入青果物統計資料）



06 HALINA 25   2014.08.01 ■07

特 集

■ HALINA 25   2014.08.01

現地報告・ミンダナオ島 フィリピンバナナの現実 

伐
採
や
入
植
者
に
よ
る
焼
き
畑
農
業
に

よ
る
森
林
破
壊
や
、
政
府
と
ム
ス
リ
ム

の
軍
事
紛
争
に
よ
っ
て
他
の
場
所
に
定

住
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
。
狭
い
農

地
で
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
コ
メ
、
野
菜
や

根
菜
類
を
植
え
て
い
る
が
、
収
入
は
少

な
く
生
活
は
厳
し
い
。
オ
ボ
族
を
支
援

す
る
地
元
N
G
O
の
ア
ッ
パ
ー
渓
谷
開

発
財
団︵
U
A
V
F
I
︶
は
、
バ
ラ
ン
ゴ
ン

で
基
本
的
な
収
入
を
得
ら
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
生
活
支
援
始
め
た
。

　

森
を
離
れ
た
オ
ボ
族
の
人
び
と
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
変
わ
り
つ
つ
あ
る
。

セ
ブ
ア
ノ
地
域
か
ら
の
入
植
者
と
の
結

婚
も
一
般
化
し
て
い
る
。
定
期
的
な
収

入
に
つ
な
が
る
バ
ラ
ン
ゴ
ン
が
貴
重
な

収
入
源
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か

だ
っ
た
が
、
同
時
に
、
若
い
世
代
が
山

バ
ナ
ナ
で
あ
る
バ
ラ
ン
ゴ
ン
を
育
て
る

こ
と
で
山
間
地
に
定
住
し
、
オ
ボ
族
独

自
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
保
持
に
役
立

っ
て
い
る
こ
と
も
見
て
取
れ
た
。

　

ま
た
、
ツ
ピ
町
の
バ
ラ
ン
ゴ
ン
生
産

者
協
会
で
は
、
ム
ス
リ
ム
と
キ
リ
ス
ト

教
系
入
植
者
が
共
に
活
動
し
て
お
り
、

地
域
の
平
和
共
存
に
も
寄
与
し
て
い
た
。

多
国
籍
企
業
の
進
出
に
抗
し
て

―
ド
ン
・
ボ
ス
コ
財
団
の
取
り
組
み

　

マ
キ
ラ
ラ
町
は
昨
年
よ
り
バ
ラ
ン
ゴ

ン
を
出
荷
し
は
じ
め
た
新
産
地
だ
。
バ

ラ
ン
ゴ
ン
出
荷
団
体
で
あ
る
ド
ン
・
ボ

ス
コ
財
団
は
1
9
8
4
年
に
設
立
さ
れ

た
農
民
を
支
援
す
る
N
G
O
で
あ
る
。 

持
続
可
能
な
有
機
農
業
を
推
進
し
て
お

り
、
有
機
農
業
の
研
究
・
研
修
、
種
の

自
家
採
取
や
保
存
、
食
品
加
工
、
農
産

物
や
加
工
品
の
販
売
事
業
ま
で
手
掛
け

て
い
る
。
コ
メ
は
国
内
だ
け
で
な
く
E

U
、
香
港
や
マ
カ
オ
に
も
輸
出
し
て
い

る
。
ま
た
、
ド
ン
・
ボ
ス
コ
財
団
は
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
農
薬
空
中
散
布
問

題
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
マ
キ
ラ
ラ
町

が
あ
る
コ
タ
バ
ト
州
で
空
中
散
布
を
禁

止
す
る
条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
も
貢

献
し
た
実
績
が
あ
る
。

　

代
表
の
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
さ
ん
に
は
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ナ
ナ
に
対
す
る
特

別
な
思
い
が
あ
る
。
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
さ
ん

は
大
学
生
の
と
き
、
一
冊
の
本
に
出
会

い
衝
撃
を
受
け
た
。
本
の
題
名
は“Th

e 

H
um

an C
ost of Bananas ”

農
薬
漬
け
の
バ
ナ
ナ
を
生
産
す
る
労
働

者
の
健
康
被
害
、
農
薬
の
空
中
散
布
で

暮
ら
し
を
脅
か
さ
れ
る
近
隣
住
民
、
環

境
汚
染
な
ど
、
日
本
に
輸
出
す
る
バ
ナ

ナ
生
産
が
引
き
起
こ
す
コ
ス
ト︵
犠
牲
、

代
償
︶
に
つ
い
て
書
か
れ
て
い
た
。
と
は

い
え
、
当
時
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
は
生

産
と
輸
出
に
便
利
な
港
湾
近
く
の
平
地

で
開
発
さ
れ
て
い
た
の
で
、
ベ
ッ
ツ
ィ

ー
さ
ん
に
と
っ
て
は
本
の
中
の
世
界
に

と
ど
ま
っ
て
い
た
。
し
か
し
状
況
は
2

0
0
0
年
に
な
っ
て
変
わ
る
。
日
本
で

高
地
栽
培
バ
ナ
ナ
の
人
気
が
高
ま
り
、

マ
キ
ラ
ラ
町
に
も
バ
ナ
ナ
・
プ
ラ
ン
テ

ー
シ
ョ
ン
進
出
の
計
画
が
持
ち
上
が
っ

た
。
町
役
場
は
雇
用
創
出
に
つ
な
が
る

と
歓
迎
し
た
が
、
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

の
危
険
性
を
本
を
通
じ
て
知
っ
て
い
た

ド
ン
・
ボ
ス
コ
財
団
は
強
く
反
対
し
た
。

だ
が
、
反
対
運
動
は
失
敗
に
終
わ
っ
た
。

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
の
雇
用
を
希
望

す
る
人
び
と
が
﹁
N
G
O︵
筆
者
注
：
ド
ン
・

ボ
ス
コ
財
団
の
こ
と
︶、
仕
事
を
く
れ
！
﹂
と

訴
え
る
声
に
対
し
て
何
も
応
え
ら
れ
な

か
っ
た
か
ら
だ
。

　

マ
キ
ラ
ラ
町
の
主
要
作
物
の
ゴ
ム
の

価
格
が
急
落
し
、
ゴ
ム
は
先
行
き
が
な

い
と
感
じ
た
農
園
主
が
我
先
に
と
農
地

を
バ
ナ
ナ
・
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に
リ

ー
ス
し
た
。
02
年
、
農
地
を
転
用
し
、

森
林
を
伐
っ
て
マ
キ
ラ
ラ
町
に
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
が
開
設
さ
れ
た
。
以
降
、

下
流
に
あ
る
水
田
地
域
は
頻
発
す
る
鉄

砲
水
に
よ
る
被
害
に
悩
ま
さ
れ
る
。
そ

れ
は
地
元
の
人
に
と
っ
て
は
食
料
問
題

に
直
結
す
る
。
輸
出
用
バ
ナ
ナ
を
食
べ

る
こ
と
は
な
い
が
、
コ
メ
は
主
食
だ
か

ら
だ
。

　

さ
ら
に
ド
ー
ル
は
ド
ン
・
ボ
ス
コ
財

団
の
近
く
で
も
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を

拡
大
し
よ
う
と
狙
っ
て
き
た
。
プ
ラ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
進
出
を
阻
止
す
る
た
め
、

ド
ン
・
ボ
ス
コ
財
団
は
オ
ー
ス
ト
リ
ア

の
財
団
の
資
金
支
援
を
受
け
て
土
地
を

購
入
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
。
購
入
し

た
60 

ha
も
の
土
地
は
、
地
元
の
農
民
に

農
地
改
革
の
制
度
を
活
用
し
て
配
分
し

た
。
そ
の
土
地
で
バ
ラ
ン
ゴ
ン
が
植
え

付
け
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
一
人
、
イ
ン
ダ
ウ
さ
ん
が
所
有

す
る
圃
場
を
見
学
し
た
。
標
高
1
0
0 

0
メ
ー
ト
ル
近
い
畑
の
す
ぐ
上
は
ア
ポ

山
の
環
境
保
護
地
区
で
あ
り
森
林
が
広

が
っ
て
い
る
。
空
気
は
爽
や
か
で
、
泉

が
湧
い
て
い
た
。
そ
の
ま
ま
飲
む
こ
と

も
で
き
る
き
れ
い
な
泉
は
一
年
中
枯
れ

る
こ
と
が
な
い
。
こ
こ
に
プ
ラ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
が
開
発
さ
れ
、
散
布
さ
れ
た
農

薬
が
下
流
に
流
れ
る
こ
と
を
想
像
す
る

だ
け
で
鳥
肌
が
立
つ
。

い
の
ち
・
自
然
・
暮
ら
し
を
取
り
戻
す

　

配
分
さ
れ
た
土
地
で
生
産
性
を
あ
げ
、

生
活
に
十
分
な
収
入
を
あ
げ
ら
れ
て
、

初
め
て
農
民
は
土
地
を
守
れ
る
。
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
拡
大
を
虎
視
眈
々
と
狙

っ
て
い
る
多
国
籍
企
業
の
誘
惑
に
負
け

な
い
暮
ら
し
の
基
盤
作
り
が
大
切
だ
と

語
る
ベ
ッ
ツ
ィ
ー
さ
ん
。
現
状
に
つ
い

て
は
﹁
一
時
的
な
勝
利
だ
﹂
と
い
う
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
置
か
れ
て
い
る
マ

キ
ラ
ラ
町
の
農
民
が
バ
ラ
ン
ゴ
ン
と
出

会
っ
た
の
は
非
常
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ

か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
バ
ラ
ン
ゴ

ン
は
農
民
の
暮
ら
し
を
保
障
し
、
プ
ラ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
阻
止
す
る
オ
ル
タ
ナ

テ
ィ
ブ
と
な
る
。
さ
ら
に
、
ア
ポ
山
の

貴
重
な
環
境
と
森
林
も
守
る
こ
と
が
で

き
る
。

　
﹁
多
く
の
日
本
人
は
多
国
籍
企
業
に

よ
るD

irty Toxic Banana

︵
汚
い
毒
の
あ
る

バ
ナ
ナ
︶﹂
を
購
入
し
て
い
る
。
そ
れ
は

ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
大
地
、
労
働
者
の
健
康

を
損
な
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら

い
た
い
。
日
本
で
は
国
土
の
70
％
が
森

林
に
覆
わ
れ
て
い
る
と
聞
い
た
が
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
森
林
は
過
去
に
日
本
へ
の

商
業
用
木
材
の
輸
出
、
そ
し
て
現
在
は

高
地
栽
培
バ
ナ
ナ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
開
発
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ッ
ツ

ィ
ー
さ
ん
の
言
葉
が
重
く
響
く
。

　

25
年
前
、
バ
ラ
ン
ゴ
ン
は
飢
餓
や
貧

困
に
苦
し
む
ネ
グ
ロ
ス
島
の
人
び
と
の

暮
ら
し
を
支
え
る
バ
ナ
ナ
と
し
て
登
場

し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
多
国
籍
企
業
を

介
さ
ず
に
地
場
バ
ナ
ナ
を
輸
出
す
る
と

い
う
、
草
の
根
の
経
済
シ
ス
テ
ム
を
つ

く
る
挑
戦
で
も
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
1 

9
8
0
年
代
に
高
ま
っ
た
多
国
籍
企
業

批
判
を
背
景
に
安
全
・
安
心
な
バ
ナ
ナ

を
求
め
る
消
費
者
に
高
く
評
価
さ
れ
、

支
持
さ
れ
た
。

　

マ
キ
ラ
ラ
町
、
ひ
い
て
は
ミ
ン
ダ
ナ

オ
島
に
お
け
る
バ
ラ
ン
ゴ
ン
の
意
義
は
、

貧
し
い
零
細
農
民
を
支
援
す
る
ネ
グ
ロ

ス
島
の
そ
れ
と
重
な
る
部
分
も
あ
る
が
、

異
な
る
側
面
も
あ
る
。
先
住
民
族
の
自

立
支
援
、
ム
ス
リ
ム
と
ク
リ
ス
チ
ャ
ン

の
共
存
、
環
境
保
全
、
そ
し
て
何
よ
り

ベ
ッ
ツ
ィ
ー
さ
ん
の
言
葉
通
り
﹁
バ
ラ

ン
ゴ
ン
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
・
バ
ナ

ナ
に
抵
抗
す
る
武
器
﹂
と
な
り
得
る
。

　

こ
れ
ま
で
バ
ラ
ン
ゴ
ン
は
、
日
本
の

消
費
者
の
間
で
は
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
・
バ
ナ
ナ
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
と
し

て
支
持
さ
れ
た
。
バ
ラ
ン
ゴ
ン
を
通
じ

て
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
労
働
者
や
農
民
を
環
境
破
壊
、
健
康

被
害
や
貧
困
か
ら
解
き
放
つ
こ
と
が
で

き
た
と
き
、
は
じ
め
て
バ
ラ
ン
ゴ
ン
は

生
産
者
に
と
っ
て
も
消
費
者
に
と
っ
て

も
命
、
自
然
、
暮
ら
し
を
支
え
る
オ
ル

タ
ナ
テ
ィ
ブ
・
バ
ナ
ナ
と
な
る
だ
ろ
う
。

ベ
ッ
ツ
ィ
ー
さ
ん
の
ア
ピ
ー
ル
を
日
本

の
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
聞
い
て
も
ら
い

た
い
と
心
か
ら
思
う
。
■

〈
注
１
〉株
式
会
社
ド
ー
ル

バ
ナ
ナ
、
パ
イ
ナ
ッ
プ
ル
等
の
熱
帯
果
実
や
温
帯

果
実
の
生
産
、飲
料
や
缶
詰
加
工
と
販
売
を
展
開

す
る
世
界
最
大
規
模
の
多
国
籍
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ

ス
。1
9
9
1
年
に
社
名
を
そ
れ
ま
で
の
キ
ャ
ッ
ス

ル
＆
ク
ッ
ク
か
ら
ブ
ラ
ン
ド
名
の
ド
ー
ル
に
変
更
。

2
0
1
2
年
、
ア
ジ
ア
で
の
バ
ナ
ナ
な
ど
の
青
果
物

部
門
は
伊
藤
忠
商
事
に
買
収
さ
れ
た
。『
極
撰
』、『
ス

ウ
ィ
ー
テ
ィ
オ
』
は
同
社
の
高
地
栽
培
バ
ナ
ナ
。

〈
注
２
〉株
式
会
社
ス
ミ
フ
ル

住
友
商
事
1
0
0
%
出
資
の
輸
入
青
果
物
の

輸
入
・
販
売
会
社
と
し
て
1
9
7
0
年
に
設
立
。

2
0
1
1
年
、当
初
の
住
商
フ
ル
ー
ツ
株
式
会
社

を
ス
ミ
フ
ル
に
変
更
。2
0
0
0
年
代
半
ば
よ
り
高

地
栽
培
バ
ナ
ナ『
甘
熟
王
』、『
エ
コ
バ
ナ
ナ
』
な
ど
の

ブ
ラ
ン
ド
を
展
開
し
、国
内
バ
ナ
ナ
市
場
の
シ
ェ
ア

を
伸
ば
し
て
い
る
。

〈
注
２
〉
バ
ッ
ド
・
イ
ン
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン

早
期
の
病
虫
害
対
策
と
し
て
、
バ
ナ
ナ
の
つ
ぼ
み
に

殺
虫
剤
や
殺
菌
剤
を
注
入
す
る
作
業
。

︵
1
9
7
9
年
︶。

ムスリムのバランゴン生産者の一人、ミリアムさんは夫に先立た
れた。「女手では大変な収穫は、手数料を払うと協同組合が肩代
わりしてくれるので助かる」と話す。

オボ族の生産者ボイエットさんは栽培指導員も兼任。採集生活に慣れ
てきたオボ族が栽培管理の考え方を理解するには大変だという。

バランゴン生産者インダウさんの圃場はアポ山中腹に広がる。右はド
ンボスコ財団代表のベッツィーさん。

レイクセブは風光明媚な観光地。湖の周辺で
はプランテーション開発が禁止されている。
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今
年
2
月
、
初
め
て
訪
れ
た
サ
バ
ン
ナ

の
国
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
。
シ
ョ
ナ
語
で

﹁
石
の
家
﹂
を
意
味
す
る
9
世
紀
か
ら
続
く

王
国
で
あ
る
。
そ
の
語
感
の
与
え
る
イ
メ
ー

ジ
と
違
い
、
緑
が
多
い
の
が
印
象
的
だ
っ
た
。

　

田
舎
を
車
で
走
り
、
村
を
歩
い
て
み
る
と

地
表
に
は
石
が
ゴ
ロ
ゴ
ロ
し
て
い
る
。
我
々

が
訪
問
し
た
村
の
一
つ
ム
パ
タ
村
も
、
小
高

い
場
所
は
巨
大
な
岩
盤
だ
。
11
世
紀
か
ら
19

世
紀
に
栄
え
た
シ
ョ
ナ
族
を
中
心
と
す
る
モ

ノ
モ
タ
バ
連
合
王
国
が
建
設
し
た
巨
大
な
石

造
建
築
が
各
地
の
遺
跡
に
残
っ
て
い
る
。

　

今
、
こ
の
国
で
は
ア

〈
注
１
〉

グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
に

基
づ
い
た
家
族
農
業
の
取
り
組
み
が
進
ん
で

い
る
。
訪
問
し
た
ム
パ
タ
村
は
、
ジ
ン
バ
ブ

エ
有
機
農
業
小
農
民
フ
ォ
ー
ラ
ム︵
Z
I
M
S
O

F
F
︶
と
ジ
ン
バ
ブ
エ
の
伝
統
に
拠
る
自
然
生

態
系
を
保
全
す
る
活
動
家
の
協
会︵
A
Z
T
R
E 

C
︶
の
活
動
拠
点
だ
。
電
気
も
水
道
も
な
い

村
だ
が
、
手
が
届
く
よ
う
な
満
天
の
星
空
が

感
動
的
だ
っ
た
。

　

Z
I
M
S
O
F
F
は
2
0
0
2
年
発
足
の

　
0
1
4
年
5
月
末
、
パ
レ
ス
チ
ナ
の

オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
の
出
荷
団
体
で
あ

る
パ
レ
ス
チ
ナ
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
︵
U
A 

W
C
︶
か
ら
、
A
P
L
A
の
関
係
団
体
で
あ
る

㈱
オ
ル
タ
ー
・
ト
レ
ー
ド
・
ジ
ャ
パ
ン︵
A
T
J
︶

宛
に
緊
急
声
明
が
届
き
ま
し
た
。

　
﹁
U
A
W
C
財
務
・
会
計
責
任
者
の
ア
ブ

ド
ゥ
ル
・
ラ
ザ
ッ
ク
・ 

フ
ァ
ラ
ー
ジ
さ
ん
が
、

イ
ス
ラ
エ
ル
当
局
に
、
理
由
も
な
く
拘
束
さ

れ
て
い
る
―
―
﹂。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
は
、
政

府
が
＂
危
険
人
物
＂
と
み
な
し
た
一
般
市
民

を
礼
状
な
し
に
拘
束
す
る
こ
と
が
で
き
る
法

律
が
あ
り
﹁
行
政
拘
禁
﹂
と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。
拘
禁
の
理
由
は
開
示
さ
れ
ず
、
6
ヵ
月

と
定
め
ら
れ
て
い
る
拘
禁
期
間
も
、
更
新
に

よ
っ
て
無
期
限
延
期
が
可
能
と
い
う
基
本
的

人
権
を
完
全
に
無
視
し
た
制
度
で
す
。
フ
ァ

ラ
ー
ジ
さ
ん
は
、
過
去
に
も
こ
の
行
政
拘
禁

に
よ
っ
て
合
計
8
年
間
に
も
わ
た
っ
て
拘
束

さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
U
A
W
C
は
、
今

回
の
緊
急
声
明
の
中
で
、

１
、 

人
権
団
体
や
国
際
的
な
連
帯
組
織
に
対

農
民
組
織
で
、
全
国
1
万
9
0
0
0
世
帯
の

農
民
が
参
加
し
て
ア
グ
ロ
エ
コ
ロ
ジ
ー
を
推

進
し
て
い
る
。
今
年
か
ら
は
ビ

〈
注
２
〉

ア
・
カ
ン
ペ

シ
ー
ナ
の
国
際
事
務
局
を
引
き
受
け
、
女
性

議
長
の
ム
ポ
フ
さ
ん
が
ジ
ン
バ
ブ
エ
側
の
調

整
役
代
表
を
務
め
て
い
る
。
A
Z
T
R
E
C

は
1
9
8
5
年
に
発
足
、
霊
媒
師
・
独
立
戦

争
戦
士
・
部
族
の
首
長
な
ど
が
中
心
と
な
っ

て
伝
統
的
な
知
恵
や
技
術
な
ど
を
持
続
可
能

な
農
業
や
環
境
保
全
に
適
用
し
て
活
動
す
る

ユ
ニ
ー
ク
な
団
体
だ
。　

　

こ
の
地
域
で
は
、
男
女
の
区
別
な
く
申
請

者
一
人
当
た
り
40 

ha
の
土
地︵
家
族
農
業
用
に
食

糧
生
産
向
け
8

ha
、
永
年
作
物
向
け
32 

ha
︶
が
政
府
に

よ
っ
て
配
分
さ
れ
て
い
る
。
主
食
で
あ
る
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
や
豆
類
、
ト
マ
ト
、
果
物
な
ど
、

自
分
た
ち
が
日
常
的
に
食
べ
る
も
の
が
作
ら

し
て
、
公
正
な
裁
判
を
受
け
る
と
い
う

基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
行
政
拘
禁
の

方
針
を
イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
が
取
り
下
げ

る
よ
う
に
働
き
か
け
る
こ
と

２
、
国
際
社
会
に
対
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル
当

局
が
行
政
拘
禁
者
を
即
時
釈
放
し
、
命

を
守
る
よ
う
圧
力
を
か
け
る
こ
と

を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
〈
注
〉。

報
道
が
隠
す
死
を
も
辞
さ
な
い
ハ
ン
ス
ト

　

残
念
な
が
ら
、
こ
の
件
に
つ
い
て
日
本

で
は
ま
っ
た
く
報
道
さ
れ
ま
せ
ん
が
、
イ

ス
ラ
エ
ル
の
刑
務
所
に
は
、
こ
の
法
律
に

よ
っ
て
不
当
に
拘
束
さ
れ
て
い
る
パ
レ
ス
チ

ナ
人
が
何
百
人
も
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

U
A
W
C
に
よ
れ
ば
、
4
月
末
、
自
ら
の
人

権
を
求
め
、
ま
た
、
そ
れ
を
侵
害
す
る
行
政

拘
禁
制
度
の
廃
止
を
求
め
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ
さ

ん
を
含
む
1
2
0
人
以
上
の
被
拘
禁
者
た
ち

が
ハ
ン
ガ
ー
ス
ト
ラ
イ
キ
に
入
り
ま
し
た
。

れ
て
い
る
ほ
か
、
役
牛
の
飼
育
な
ど
、
家
族

農
業
の
在
り
方
が
表
れ
て
い
る
と
感
じ
さ
せ

ら
れ
た
。

土
地
へ
の
強
い
気
持
ち

　

今
回
の
訪
問
で
一
番
知
り
た
か
っ
た
の
は
、

2
0
0
0
年
に
始
ま
っ
た
白
人
が
所
有
す
る

大
農
場
の
強
制
収
用
後
の
農
業
の
状
況
、
そ

し
て
ア
フ
リ
カ
各
地
で
多
発
し
て
い
る
外
国

資
本
に
よ
る
農
地
収
奪
に
つ
い
て
だ
っ
た
。

　

1
9
3
0
年
、
英
国
の
自
治
植
民
地
下
で

︵
当
時
は
南
ロ
ー
デ
シ
ア
︶土
地
分
配
法
に
よ
り
白

人
に
は
無
制
限
の
所
有
が
認
め
ら
れ
、
国
土

の
50
％
以
上
に
お
よ
ぶ
肥
沃
な
土
地
で
、
少

数
の
白
人
入
植
者
が
大
農
場
を
展
開
す
る
一

方
、
先
住
民
族
は
耕
作
不
適
地
に
追
い
や
ら

れ
、
25
万
頭
に
の
ぼ
る
家
畜
も
奪
わ
れ
た
。

　

1
9
8
0
年
に
ジ
ン
バ
ブ
エ
共
和
国
と
し

て
独
立
し
た
後
の
農
地
改
革
で
は
、
接
収
し

た
白
人
農
場
の
土
地
に
対
し
て
旧
宗
主
国
の

英
国
が
補
償
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、

農
地
改
革
そ
の
も
の
が
ほ
と
ん
ど
実
行
さ
れ

な
い
ま
ま
終
了
し
、
土
地
の
再
配
分
は
進
展

し
な
か
っ
た
。
そ
う
し
た
な
か
2
0
0
0
年

6
月
か
ら
先
住
民
族
に
よ
る
農
場
占
拠
が
始

ま
り
、
そ
れ
を
政
策
的
に
支
え
る
形
で
1
1

0
0
万
ha
、
5
0
0
0
農
場
が
2
年
間
の
間

に
政
府
に
よ
り
強
制
収
用
さ
れ
、
A
1
モ
デ

ル︵
自
給
的
家
族
農
業
15
万
農
家
、
計
5
0
0
万
ha
︶
と

A
2
モ
デ
ル︵
中
大
規
模
の
商
業
的
農
場
2
万
2
0
0
0 

し
か
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
監

獄
局
側
は
そ
の
要
求
に
は

一
切
応
え
ず
、
む
し
ろ
拘

禁
者
た
ち
に
対
し
て
、
懲

罰
的
な
措
置
を
取
っ
て
い

る
よ
う
で
す
。
U
A
W
C

か
ら
日
本
に
連
絡
が
入
っ

た
時
点
で
、
ハ
ン
ス
ト
開

始
か
ら
す
で
に
一
カ
月
。

死
を
も
辞
さ
な
い
姿
勢
で

長
期
に
渡
る
ハ
ン
ス
ト
を
行
っ
て
い
る
彼
ら

が
非
常
に
厳
し
い
健
康
状
態
に
あ
る
こ
と
は

想
像
に
難
く
あ
り
ま
せ
ん
が
、
家
族
や
弁
護

士
と
の
面
会
も
許
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、
詳

し
い
情
報
は
な
か
な
か
届
い
て
き
ま
せ
ん
。

　

A
T
J
や
A
P
L
A
で
は
、
フ
ァ
ラ
ー
ジ

さ
ん
を
は
じ
め
、
ハ
ン
ス
ト
中
の
被
拘
禁
者

の
方
た
ち
の
身
を
案
じ
な
が
ら
も
、
オ
リ
ー

ブ
オ
イ
ル
の
消
費
者
を
は
じ
め
と
し
た
日
本

の
市
民
へ
の
情
報
発
信
、
駐
日
イ
ス
ラ
エ
ル

大
使
館
に
対
す
る
嘆
願
書
の
送
付︵
結
果
的
に

は
、
受
け
取
り
拒
否
と
な
っ
て
戻
っ
て
き
て
し
ま
い
ま
し

た
が
、
同
じ
嘆
願
書
を
F
A
X
で
も
送
付
し
て
い
ま
す
︶

な
ど
、
日
本
で
で
き
る
こ
と
を
進
め
る
し
か

な
い
日
々
が
続
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
6
月
24
日
に
は
、
開
始
か
ら
約

2
ヵ
月
を
前
に
ハ
ン
ス
ト
が
中
止
さ
れ
た
と

い
う
連
絡
が
U
A
W
C
か
ら
入
り
ま
し
た
。

そ
の
中
に
は
フ
ァ
ラ
ー
ジ
さ
ん
も
含
ま
れ
て

い
る
と
の
こ
と
で
す
が
、
相
変
わ
ら
ず
直
接

～
2
万
4
0
0 

0
農
場
、
計
2
4
0
万
ha
︶
に
配
分
さ

れ
た
。
2
0
0
5
年
に
は
そ
れ
ら
の
農
地
は

国
有
化
さ
れ
、
そ
れ
以
降
、
元
農
場
主
に
よ

る
土
地
を
め
ぐ
る
訴
訟
は
無
効
と
さ
れ
た
。

　

国
際
的
な
批
難
に
さ
ら
さ
れ
た
食
料
危
機

や
ハ
イ
パ
ー
イ
ン
フ
レ
に
関
し
て
は
、
前
述

の
政
策
も
関
係
し
て
い
る
が
、
旱
魃
の
影
響

も
大
き
い
と
の
こ
と
。
し
か
し
、
人
び
と
の

間
で
の
食
料
不
足
の
問
題
は
な
か
っ
た
よ
う

だ
。
ま
た
、
外
国
資
本
に
よ
る
農
地
収
奪
は
、

表
向
き
は
存
在
せ
ず
、
ジ
ン
バ
ブ
エ
人
以
外

は
所
有
権
も
利
用
権
も
持
つ
こ
と
は
で
き
な

い
。
こ
れ
は
、
英
国
植
民
地
下
で
入
植
者
が

大
半
の
優
良
農
地
を
奪
っ
て
い
っ
た
過
去
の

歴
史
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
よ
う
だ
。
ム

プ
フ
さ
ん
の
﹁
ジ
ン
バ
ブ
エ
人
は
土
地
と
は

離
婚
で
き
な
い
﹂
と
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い

る
通
り
、
農
地
へ
の
愛
着
は
強
い
。

　

そ
れ
で
も
﹁
後
継
者
の
問
題
が
一
番
難
し

い
﹂
と
ム
ポ
フ
さ
ん
。
ま
た
、
外
国
資
本
に

よ
る
支
配
に
つ
い
て
も
、
タ
バ
コ
・
綿
花
・

砂
糖
キ
ビ
・
大
豆
な
ど
に
つ
い
て
は
、
契
約

農
業
形
態
に
よ
り
、
流
通
・
加
工
・
輸
出
を

押
さ
え
る
多
国
籍
企
業︵
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
ア
メ
リ

カ
ン
タ
バ
コ
や
中
国
企
業
等
︶
の
実
質
的
支
配
が
ジ
ン

バ
ブ
エ
で
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
よ
う
だ
。
■

面
会
は
で
き
ず
、
健
康
状
態
な
ど
に
つ
い
て

の
詳
細
情
報
は
不
明
の
ま
ま
で
す
。

　

そ
の
後
、
6
月
中
旬
に
行
方
不
明
と
な
っ

て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
人
入
植
者
3
人
が
遺
体

で
発
見
さ
れ
、
そ
れ
に
対
す
る
パ
レ
ス
チ
ナ

へ
の
＂
報
復
攻
撃
＂
と
し
て
の
ガ
ザ
地
区
へ

の
空
爆
が
続
い
て
い
る
こ
と
は
日
本
の
メ
デ

ィ
ア
で
も
報
道
さ
れ
る
も
の
の
、
7
月
8
日

現
在
、
行
政
拘
禁
に
関
す
る
続
報
は
ど
こ
に

も
あ
が
っ
て
き
ま
せ
ん
。
フ
ァ
ラ
ー
ジ
さ
ん

た
ち
が
命
を
懸
け
た
ハ
ン
ス
ト
は
、
行
政
拘

禁
と
い
う
制
度
そ
の
も
の
へ
の
抗
議
行
動
で

し
た
が
、
イ
ス
ラ
エ
ル
側
は
﹁
行
政
拘
禁
と

い
う
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
信
念
や
内
容
を

変
更
す
る
意
志
は
無
い
﹂
と
の
コ
メ
ン
ト
を

出
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
イ
ス
ラ
エ
ル

の
ネ
タ
ニ
ヤ
フ
首
相
は
、
前
述
の
3
人
が
誘

拐
・
殺
害
さ
れ
た
事
件
を
﹁
ハ
マ
ス
に
よ
る

も
の
﹂
と
断
定
し
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
は
犯
人

検
挙
の
た
め
の
捜
査
を
続
け
て
き
ま
し
た
。

そ
の
過
程
で
、
少
な
く
と
も
6
月
12
日
以
降

で
1
6
7
人
に
対
し
て
行
政
拘
禁
令
が
適
用

さ
れ
、
7
月
2
日
時
点
で
の
被
行
政
拘
禁
者

の
数
は
3
6
4
人
に
の
ぼ
る
と
い
う
情
報
が

入
っ
て
き
て
い
ま
す
。
空
爆
と
い
う
無
差
別

攻
撃
は
も
ち
ろ
ん
、
隠
さ
れ
た
人
権
弾
圧
に

つ
い
て
も
抗
議
を
続
け
て
い
き
ま
す 

。
■

イ
ス
ラ
エ
ル
政
府
の

人
権
を
蹂
躙
し
た

「
行
政
拘
禁
」

野
川
未
央
／
の
が
わ
・
み
お

A
P
L
A
事
務
局

〈
注
１
〉
社
会
や
自
然
の
シ
ス
テ
ム
を
有
機
的
に
と
ら
え
、経
済
的
に

も
地
域
自
立
が
実
現
可
能
な
シ
ス
テ
ム
を
作
り
出
そ
う
と

す
る
運
動
で
あ
り
、科
学
で
あ
る
。

〈
注
２
〉
中
小
農
業
者
の
世
界
的
運
動
体
で
1
9
9
2
年
設
立
、69
ヵ

国
・
1
4
8
の
組
織
が
参
加
し
、構
成
員
は
2
億
5
千
万
人
。

〈
注
〉
緊
急
声
明
の
全
文
は
A
T
J
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

h
ttp

://a
lte

rtra
d

e
.jp

/a
rc

h
ive

s/5
6

9
6

2

ファラージさんの釈放を要求するポスター。

ムパタ村の大歓迎。

ジ
ン
バ
ブ
エ

―

「
石
の
家
」
で
土
地
へ
の

熱
い
想
い
を
聞
く

近
藤
康
男
／
こ
ん
ど
う
・
や
す
お

ア
ジ
ア
農
民
交
流
セ
ン
タ
ー
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しぶりを、今号から、私のつたないイラストで紹介させて
いただきます。

LORO SA'E』を紹介し
たい。東ティモールの
公用語・テトゥン語で、
「ロロ」は「太陽」、「サ
エ」は「昇る」、つまり
「ロロサエ」は「日の出」
またはその方角である
「東」を表す。東ティモ
ールの人たちにとって、
故郷は「太陽がいづる島、ティモール」なのだ。

　

チ
ョ
コ
ラ 

デ 

パ
プ
ア
の
産
地
ジ
ャ
ヤ

プ
ラ
県
で
は
パ
ー
ム
農
園
の
開
発
圧
力
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
2
0
1
4
年
5
月
26

日
付
け
の
地
元
紙
に
よ
る
と
、
県
内
で
は

す
で
に
12
の
企
業
が
数
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
規

模
で
パ
ー
ム
ヤ
シ
事
業
を
展
開
し
て
お
り
、

さ
ら
に
数
十
社
が
新
た
に
申
請
手
続
き
中

と
の
こ
と
。
非
常
に
憂
慮
す
べ
き
事
態
で

す
。
な
ぜ
な
ら
、
パ
ー
ム
事
業
は
資
本
集

約
型
で
広
大
な
土
地
が
必
要
と
さ
れ
、
土

地
収
用
お
よ
び
そ
の
後
の
事
業
警
備
で
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
国
軍
が
駐
屯
す
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
パ
ー
ム
農
園
の
仕
事
は
低
賃
金
、

重
労
働
な
の
で
パ
プ
ア
人
は
働
き
た
が
ら

な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
農
園
で
働
く

移
住
労
働
者
が
増
え
ま
す
。
一
方
、
森
は

パ
プ
ア
先
住
民
族
に
と
っ
て
食
料
、
文
化

の
宝
庫
で
あ
り
、
日
々
の
暮
ら
し
と
一
体

化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
森
を
失
う
こ
と
は
、

先
住
民
族
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
失
う

こ
と
に
ほ
か
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
パ
ー
ム
農
園
開
発
の
流
れ
に
真
っ

向
か
ら
異
を
唱
え
て
い
る
女
性
が
い
ま
す
。

ジ
ャ
ヤ
プ
ラ
県
開
発
局
の
ハ
ナ
・
ヒ
コ
ヤ

ビ
局
長
で
す
。
自
身
も
パ
プ
ア
人
で
あ
る

ハ
ナ
さ
ん
は
、
パ
ー
ム
農
園
開
発
は
パ
プ

ア
人
の
未
来
を
閉
ざ
す
と
危
機
感
を
抱
い

て
い
る
の
で
す
。
先
日
、
カ
カ
オ
輸
出
事

業
体
カ
カ
オ
・
キ
タ
の
代
表
デ
ッ
キ
ー
さ

ん
ら
が
ハ
ナ
さ
ん
の
事
務
所
に
呼
び
出
さ

れ
、「
生
産
者
が
カ
カ
オ
に
未
来
を
託
せ

る
よ
う
真
剣
に
支
援
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
！
」
と
ハ
ッ
パ
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ハ
ナ
さ
ん
に
よ
る
と
、
最
近
で
は
「
病

虫
害
に
見
舞
わ
れ
て
お
手
上
げ
だ
」
と
や

る
気
を
な
く
し
て
い
る
生
産
者
が
多
く
、

こ
う
い
う
人
た
ち
に
企
業
が
「
土
地
を
売

ら
な
い
か
」
と
い
っ
た
話
を
持
ち
か
け
る

の
だ
そ
う
で
す
。
カ
カ
オ
で
も
し
っ
か
り

生
計
を
立
て
ら
れ
る
と
い
う
確
信
を
生
産

者
が
持
て
る
よ
う
に
、
持
続
的
な
買
付
け

と
畑
の
改
善
に
よ
る
生
産
性
向
上
に
一
緒

に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
買
い
手
側
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
単
な
る
換
金
作
物

と
し
て
の
カ
カ
オ
で
は
な
く
、
パ
ー
ム
農

園
開
発
か
ら
パ
プ
ア
の
森
を
守
る
と
い
う

意
味
で
も
、
森
の
中
で
カ
カ
オ
を
元
気
に

育
て
る
こ
と
を
、
森
の
所
有
者
で
も
あ
る

生
産
者
と
消
費
者
で
あ
る
私
た
ち
が
一
緒

に
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

カ
カ
オ
で
パ
プ
ア
の
森
を
守
る
！

農
の
世
界
を
ラ
ブ
コ
メ
で
読
む

津留歴子／つる・あきこ
オルター・トレード・インドネシア社現地駐在員

「カカオは私たちのものだ」というカカオ生産者の
サルモン一家。

野川未央／のがわ・みお
APLA事務局

安藤丈将／あんどう・たけまさ
武蔵大学教員

小川二美子／おがわ・ふみこ
マニラ在住、会社員

　

食
と
農
は
、
マ
ン
ガ
の
中
で
も
人
気
の

あ
る
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で
す
。『
美
味
し

ん
ぼ
』
の
よ
う
な
古
典
的
な
も
の
か
ら
新

し
い
も
の
ま
で
、
次
々
と
雑
誌
に
連
載
さ

れ
て
い
ま
す
。
人
気
の
秘
密
は
、
私
た
ち

の
食
べ
も
の
と
の
関
わ
り
を
鋭
く
、
そ
し

て
面
白
く
描
き
出
し
て
い
る
か
ら
で
、
マ

ン
ガ
と
言
っ
て
バ
カ
に
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

今
回
は
、『
銀
の
匙
』
を
取
り
上
げ
ま

す
。『
週
刊
少
年
サ
ン
デ
ー
』
で
2
0
1 

1
年
に
連
載
が
始
ま
っ
た
こ
の
マ
ン
ガ
は
、

ア
ニ
メ
化
、
映
画
化
も
さ
れ
た
の
で
、
一

度
は
目
に
し
た
こ
と
の
あ
る
方
も
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
都
会
育
ち
で
訳
あ
っ
て

北
海
道
の
農
業
高
校
に
通
う
こ
と
に
な
っ

た
八
軒
く
ん
の
目
を
通
し
て
、
農
と
い
う

異
世
界
を
、
驚
き
を
交
え
な
が
ら
描
き
出

し
ま
す
。
農
業
高
校
で
次
々
と
新
し
い
発

見
を
し
て
い
く
主
人
公
が
、
人
間
と
し
て

変
わ
っ
て
い
く
と
い
う
の
が
物
語
の
軸
で

す
。
発
見
の
一
つ
は
、
食
べ
も
の
の
お
い

し
さ
を
知
っ
た
こ
と
。
ピ
ザ
を
食
べ
た
こ

と
の
な
い
同
級
生
の
た
め
に
、
ピ
ザ
づ
く

り
に
奮
闘
し
ま
す
。
小
麦
粉
、
野
菜
、
ベ

ー
コ
ン
、
チ
ー
ズ
、
す
べ
て
校
内
産
の
食

材
で
つ
く
っ
た
絶
品
の
ピ
ザ
を
味
わ
い
な

が
ら
、
自
分
が
今
ま
で
何
気
な
く
食
べ
て

い
た
も
の
に
も
、
こ
だ
わ
り
を
持
っ
て
つ

く
る
人
び
と
が
い
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　
『
銀
の
匙
』
で
描
か
れ
て
い
る
の
は
、

農
の
世
界
の
楽
し
い
話
ば
か
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
主
人
公
の
同
級
生
の
駒
場
く
ん

は
、
実
家
の
小
さ
な
牧
場
が
倒
産
し
、
家

計
を
助
け
る
た
め
、
突
然
学
校
を
退
学
し

て
し
ま
い
ま
す
。
家
族
経
営
で
休
む
間
も

な
く
働
く
同
級
生
の
家
族
が
廃
業
に
迫
ら

れ
た
の
を
見
て
、
八
軒
く
ん
は
酪
農
の
厳

し
い
現
実
を
学
び
ま
す
。
他
の
同
級
生
た

ち
の
会
話
か
ら
、
借
金
を
抱
え
て
い
る
農

家
が
駒
場
く
ん
の
家
だ
け
で
は
な
い
こ
と

を
知
ら
さ
れ
ま
す
。
酪
農
経
営
が
直
面
す

る
困
難
は
、
現
実
の
も
の
で
す
。
日
本
の

酪
農
に
関
す
る
デ
ー
タ
に
よ
れ
ば
、
2 

0
1
1
年
の
搾
乳
牛
一
頭
当
た
り
の
農

業
所
得
は
、
2
0
0
4
年
の
約
7
割
に
ま

で
下
が
っ
て
い
ま
す
。
本
文
に
は
出
て
き

ま
せ
ん
が
、
も
し
T
P
P
が
成
立
し
て
、

外
国
か
ら
安
い
肉
や
乳
製
品
が
入
っ
て
き

た
ら
、
主
人
公
の
友
人
た
ち
の
実
家
は
、

ど
う
な
っ
て
し
ま
う
の
だ
ろ
う
か
と
考
え

ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
に
時
に
重
苦
し
い
話
も
入
り

ま
す
が
、
基
本
的
に
は
ラ
ブ
コ
メ
な
の
で
、

肩
の
力
を
抜
い
て
食
と
農
の
世
界
を
覗
き

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

7

ジープニーから見えるマニラの日常をご紹介します。

TIMOR LORO SA'E

　こんにちは、『ハリーナ』読者の皆さま。
　私はマニラに住んで21年になります小川二美子です。
　フィリピン人の夫と結婚し、子どもはいませんが幸せに
暮らしてきました。「暮らしてきました」と過去形で書き
ましたのは、昨年、農作業中に夫が耕運機の事故で亡くな
ったからです。傍らにいた相棒が突然いなくなってしまっ
たので、呆然とした毎日でした。でもあれから1年が経ち、
今はかなり元気になりました。
　私のフィリピン生活を表現したら「ジープニー通勤生
活」というのが、ピッタリに思えます。大企業の駐在員の
ように、運転手つきの車が迎えに来る豪華な通勤者ではあ
りませんし、退職永住者のように、あくせく働くことから
解放された優雅な身分でもありません。フィリピン人庶民
と同じようにジープニーに乗って職場に通勤し、雑然とし
た街角で途中下車して夕食の買いものをする、普通の生活
者だからです。
　そんなジープニーの中から見た、マニラの人たちの暮ら

　東ティモールを代表するミュージシャン、エゴ・レモス
の楽曲を今号から6回にわたり紹介する。
　オーストラリア映画『Balibo』の主題歌で最優秀オリジ
ナル映画音楽作曲賞を受賞した経験があるエゴだが、「音
楽について学校などで勉強したことはない。自分のハート
から湧き出るインスピレーションだけを頼りに音を奏で、
言葉を紡いできた」と語る。
　音楽好きな両親の影響を強く受け、子どものころから音
楽に親しんできたが、インドネシア占領期に父親と兄弟を
亡くした彼にとって、自分自身を癒すもの、それが音楽だ
った。そんなエゴが歌うのは、環境、平和、そして長年に
わたって苦難の歴史を歩んできた郷土への愛。東ティモー
ルの公用語であるテトゥン語のメッセージはシンプルだか
らこそ力強く、親しみやすいメロディに乗って、聴く者の
心に響く。
　2009年にオーストラリアのレーベルから出された彼の
ファーストアルバム『O HELE LE』に収められた楽曲の
うち、まずは故郷・東ティモールについて歌った『TIMOR 

1

アルバム『O HELE LE』は、iTunesで購入
可能
https://itunes.apple.com/jp/album/
o-hele-le/id337548982

ロロサエの歌が聴こえる 01
Ego Lemosの世界

Timor oan iha tasi balun

Keta haluha ba rai Timor

Tamba rai Timor Ita hotu nian

Mai Ita hamutuk hare ba oin

Hodi harii Timor foun ida

Ba Ita oan ho beioan sira

世界中に散らばるティモールの子どもたちよ

ティモールの地を決して忘れないで

なぜって、この大地はぼくらみんなのもの

集まろう、未来のを一緒に思い描こうよ

東ティモールという新しい国を築くために

ぼくらの子どもや孫たちのために
（訳：野川未央）

『銀の匙』
荒川弘［著］、小学館［発売］
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トルティーヤ

エビがよいアクセントとなるトルティーヤ。いろんな野菜を混ぜて召
し上がれ。

●生地
［材料（6枚分）］
●強力粉 ..................... 200g
●なたね油 ................大さじ1
●ぬるま湯 ................. 130㎖
［作り方］
1. ボウルに上記の材料を全て入れ、ゴムベラで混ぜる。
2.ビニール袋に入れ、一塊になるまで捏ね、30分程ねかせる。
3. 6等分にし、麺棒で丸く伸ばす。
4. フライパンで両面を軽く焼けば完成！

●具材
［材料（6枚分）］
●エコシュリンプ .............6尾
●白ワイン ...............大さじ3
●塩 ............................少々
●キャベツ ....................適宜
●パプリカ .....................1個
●きゅうり ...................1/2本
●トマト ...................中1/2個
●人参 .........................6cm
●アスパラガス ...............3本
［作り方］
1. 解凍したエコシュリンプを、塩で軽くもみ洗いする。
2. 鍋に1.と白ワイン、塩を入れ、中火で3分程茹でる。茹であがった
ら皮をむき、縦半分に切る。

3.キャベツとパプリカを千切りにする。きゅうりと人参はパプリカと同じ
長さに切り、千切り。アスパラガスは、火を通したあと、パプリカ・きゅ
うり・にんじんと同じ長さ
に切る。

4.トマトは湯むきした後に
種を取り、6等分する。ソ
ースの材料を全て混ぜ
ソースを作る。

5.トルティーヤを広げ、具
材をお好みでのせる。そ
の上にソースをかけて巻
けば完成！

エコシュリンプ

05

APLA食堂では、ATJ/APLAで扱っている食材を利用したレシピ
をご紹介します。手の込んだ料理も素敵ですが、もっと手軽に使っ
ていただけるように、“誰でも簡単に作れる”レシピをお届けします。

今日の
食材

レポーター

2 013年、世界的にエビ不足となり、国際相場価格が高騰
したというニュースを見た方も多いと思います。なぜそ
んなことが起こったのでしょうか。

　現在、スーパーなどで販売されているエビは、バナメイという
種類がほとんどです。バナメイは、APLAで販売しているブラッ
クタイガーのエコシュリンプとは違い、より密集した状態でも養
殖でき、病気にかかりにくいといわれています。しかし、2011年
頃から早期死亡症候群（EMS）と呼ばれる病気が広がり、現在
の主要生産国である中国やベトナム、タイなどで次々と流行し、
2013年には生産高が激減しました。感染症の被害が最も大きい
のが、生産量の8割を輸出していた、世界第二位の生産国である
タイ。その生産量は、50万トンから25万トンと半減してしまいま

赤石優衣／あかいし・ゆい
大久保ふみ／おおくぼ・ふみ
APLA事務局

廣瀬康代／ひろせ・やすよ
APLA理事

した。実は、バナメイの病気以前に、ブラックタイガーなど他の
エビも密飼いされた結果、水や土壌の汚染などで養殖池が使え
なくなったり、エビ自体が病気になった過去があります。
　エコシュリンプは、1平方メートルあたり約3尾と、広い池の中
でのびのびと育ち、多様な生態系の中で他のエビや魚と共存し
て過ごします。人工飼料や抗生物質も使われていないため水の
汚染が極めて少なく、収獲時は海水の干満を利用したり、プラヤ
ンという仕掛けや網、手づかみによる手法など、最小限の動力を
利用して行われています。いわば、環境保全型のエビです。環境
やエビ自身に負担がかかっているエビと、環境を守っているエコ
シュリンプ。今度エビを食べるとき、そのエビはどうやって育っ
たのか、少しだけ思い浮かべてみてください。

［参考文献］ 日本経済新聞「世界的なエビ不足なぜ起きた カキでも同じ問題」有路昌彦
 http://www.nikkei.com/article/DGXNASFK1002O_Q4A110C1000000/　（2014/06/10取得）

●塩 ............................少々
●ベーキングパウダー ...小さじ1/2

●ソース
［材料（6枚分）］
●マヨネーズ ............大さじ3
●豆板醤 ................小さじ1/2
●すし酢 ................小さじ1/2
●オリーブオイル .....大さじ1/2

レシピ提供：クチーナ（ATJのホームページにも、エコシュリンプのレシピが載っています。http://altertrade.jp/ecoshrimp/recipe）

強力粉の代わりに
しらたかノラの会の
玄米粉を使用しました。

東
京
か
ら
山
形
県
の
白
鷹
町
に
居

を
移
し
て
7
年
。
公
私
共
に
農

薬
や
化
学
肥
料
・
添
加
物
に
極

力
頼
ら
な
い
農
業
生
産
と
加
工
に
携
わ
る
暮

ら
し
の
な
か
で
、
元
来
の
外
食
三
昧
の
悪
癖

が
改
善
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
こ
の
お
店
の
お

料
理
を
知
っ
て
し
ま
っ
た
た
め
に
、
ま
す
ま

す
他
の
お
店
が
必
要
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。そ
の
お
店
と
は﹃
m

も

と

や

お

や

o
t
o
8
0
8
﹄。

　

野
菜
大
好
き
！
お
料
理
大
好
き
！
の
姉

妹
が
切
り
盛
り
す
る
、
野
菜
料
理
レ
ス
ト
ラ

ン
で
す
。

　

店
主
の
菅
谷
ユ
リ
香
さ
ん
・
妹
の
舞
子
さ

ん
の
お
宅
の
か
つ
て
の
家
業
は
八
百
屋
さ
ん
。

店
名
の
由
来
と
も
な
っ
た
そ
の
店
舗
を
改
造

し
、
15
年
前
に
野
菜
料
理
店
を
始
め
た
ユ
リ

香
さ
ん
は
、
食
材
を
求
め
る
な
か
で
有
機
栽

培
さ
れ
た
野
菜
の
お
い
し
さ
に
目
覚
め
、
縁

あ
っ
て
白
鷹
町
の
有
機
・
無
農
薬
栽
培
の
野

菜
と
出
会
い
ま
し
た
。
そ
の
関
わ
り
は
私
も

従
事
す
る
農
産
加
工
グ
ル
ー
プ
﹃
し
ら
た
か

ノ
ラ
の
会
﹄
へ
と
引
き
継
が
れ
、
現
在
は
他

の
提
携
生
産
者
と
と
も
に
我
が
家
の
小
規
模

農
園
も
そ
の
末
席
に
加
え
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

　

栽
培
方
法
＝
お
い
し
さ
と
い
う
基
準
を
ク

リ
ア
し
た
旬
の
野
菜
な
ら
大
歓
迎
、
は
ね
も

の
も
規
格
外
も
無
駄
な
く
使
い
、
素
材
の
そ

の
時
々
の
特
徴
と
旨
み
を
生
か
し
、
必
要
最

小
限
の
味
付
け
で
調
理
す
る
。
サ
ラ
ダ
・
ス

ー
プ
・
惣
菜
・
デ
ザ
ー
ト
へ
の
展
開
の
仕
方

は
、
実
に
目
か
ら
う
ろ
こ
の
独
創
性
に
あ
ふ

れ
て
い
ま
す
。
他
の
食
材
も
地
元
置
賜
地
域

の
懇
意
に
す
る
方
々
の
農
産
物
や
生
活
ク
ラ

ブ
生
協
の
消
費
材
を
中
心
に
し
て
い
ま
す
。

　
﹁
お
い
し
い
野
菜
が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ

う
し
て
料
理
を
作
り
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
﹂

と
ユ
リ
香
さ
ん
。
駆
け
出
し
農
家
の
私
た
ち

は
、
お
皿
の
上
で
思
わ
ぬ
変
身
を
遂
げ
た
自

分
の
野
菜
た
ち
に
驚
き
、
そ
れ
が
見
知
ら
ぬ

人
た
ち
の
口
福
と
な
る
喜
び
を
味
わ
っ
て
い

ま
す
。
料
理
を
通
じ
て
新
た
な
出
会
い
の
間

口
が
広
が
り
、
励
ま
さ
れ
、
農
業
を
続
け
て

い
く
原
動
力
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
感

謝
し
て
い
ま
す
。

　

m
o
t
o
8
0
8
さ
ん
と
の
関
わ
り
で
感

じ
る
の
は
、
価
値
観
や
想
い
の
距
離
の
近
い

仲
間
が
日
々
各
々
の
持
ち
場
で
生
産
し
、
時

に
得
意
分
野
を
持
ち
寄
り
、
一
緒
に
も
の
や

暮
ら
し
を
つ
く
り
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
よ

り
多
く
の
人
た
ち
と
の
接
点
が
生
ま
れ
、
共

感
や
共
有
の
裾
野
が
広
が
る
よ
う
な
手
ご
た

え
で
す
。
白
鷹
か
ら
米
沢
ま
で
は
車
で
小
一

時
間
。
m
o
t
o 

8
0
8
さ
ん
と
は
そ
ん
な

よ
い
関
係
を
ず
っ
と
保
ち
続
け
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。
■

山本典子／やまもと・のりこ
みんな農園経営、しらたかノラの会（企）組合員

01
山形県・米沢『m

も と や お や

o t o 8 0 8』の巻

野菜料理店m
も と や お や

o t o 8 0 8
山形県米沢市信夫町3-46　《電話》0238（23）6376
不定休のため、事前予約の上でのお出かけがお勧めです。

店主のユリ香さん（左）、舞子さん。

店内には食材、生産者についての
紹介ボードがあります。

季節野菜のサラダランチ1,600円。メ
インはサラダ！ 玄米ご飯、スープ、お
惣菜3品、デザート、飲み物がつきます。

レタス、大根、ニンジン、ジャガイモ3種、
スイスチャード、コラード、アイスプラン
ツなど…、全20種類以上の野菜が。お
がみたくなるようなおいしさでした。
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れ
ぞ
れ
課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
K
F
–R
C
で
学
ん
だ

こ
と
を
実
践
し
、
少
し
ず
つ
着
実

に
成
長
し
て
い
っ
て
い
ま
す
。
現

在
の
研
修
生
た
ち
も
卒
業
後
に
各

地
で
活
躍
し
、
や
が
て
は
ネ
グ
ロ

ス
全
体
が
盛
り
上
が
っ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

K
F
–R
C
は
、
2
0
1
3
年

に
被
害
を
も
た
ら
し
た
台
風
30
号

︵
ヨ
ラ
ン
ダ
︶
の
被
災
地
支
援
を
実
施

し
て
い
る　
　
　
　
︵A

lternative 

Solidarity Initiative N
etw

ork

︶
の

メ
ン
バ
ー
と
し
て
も
活
動
し
て
い

ま
す
。
日
本
で
A
P
L
A
や
A
T 

J
が
呼
び
か
け
た
募
金
の
一
部
が

A
S
I
N
に
よ
る
活
動
を
支
え
て

い
ま
す
。
A
S
I
N
の
復
興
支
援

活
動
は
、
現
在
、
第
3
段
階
に
き

て
い
ま
す
。
第
1
段
階
は
物
資
の

緊
急
支
援
、
第
2
段
階
は
ボ
ー

ト
や
チ
ャ
ペ
ル
、
家
な
ど
の
修
復
、

第
3
段
階
は
人
び
と
の
生
活
向
上

支
援
で
す
。
第
3
段
階
の
内
容
は
、

医
療
支
援
、
ト
ラ
ウ
マ
対
策
、
給

食
支
援
、
教
育
や
人
び
と
の
組
織

化
、
生
計
支
援
な
ど
を
予
定
し
て

い
て
、
第
2
段
階
と
合
わ
せ
て
支

援
を
進
め
て
い
き
ま
す
。
A
S
I 

N
に
は
、
教
会
関
係
、
ア
ー
テ
ィ
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編集後記

5月 9日～
15日 ネグロスへ吉澤が出張しました。

5月 11日 NPO法人ジュレー・ラダック、ジュマ・ネットとの共催で「エスニックフェスタ
―Stands Up for Your Rights―」を開催しました。

5月 24日 APLA第7回総会開催。

5月 25日 東京朝市アースデイマーケットに出店しました。

6月 2日 兵庫県西宮市（Cowork’in Kurakuen）で「ホンモノの手作りチョコレートワークショッ
プ」を開催しました。

6月 3日 香川県高松市（Coworking Space gain-Y）で「ホンモノの手作りチョコレートワーク
ショップ」を開催しました。

6月 9日～
21日

フィリピン北部ルソン・ネグロスへ秋山、吉澤が出張しました。フィリピンに設置さ
れているBMWプラントの定期チェックにも立ち会いました。

6月 14日 上智大学グローバル・コンサーン研究所主催「国際家族農業年と人びとの食料主
権̶国連食糧農業機関（FAO）のパラダイム転換を学ぶ」にATJと協力しました。

6月 18日 武蔵大学でAPLAの活動に関して野川が講演しました。

6月 19日 アーユス仏教国際協力ネットワーク総会に出席しました。

6月 25日 埼玉県・松山高校で「ホンモノの手作りチョコレートワークショップ」を開催しまし
た。

6月 28日 カフェ・スローで開催された「カンタ！フェスタ」に出店しました。

6月 29日 東京朝市アースデイマーケットに出店しました。

7月 15日 文化学院の授業で取材を受けました。

7月 18日 東京都・神田女学園中学校高等学校で「ホンモノの手作りチョコレートワークショッ
プ」を開催しました。

7月 20日 東京朝市アースデイマーケットに出店しました。

7月 21日 NGO緊急集会とキャンドル・アクションStop! 空爆～ガザの命を守りたい～に主催
団体として参加しました。

7月 22日 成蹊大学でAPLAの活動に関して野川が講演しました。

7月 24日～
31日

グリーンコープ主催青少年ネグロス体験ツアーが開催され、吉澤とネグロス・イン
ターン寺田が同行しました。

7月 24日、
31日 地球環境基金若手プロジェクトリーダー研修に野川が参加しました。

　ハリーナ編集委員、理事・評議員を中心
に「時局懇談会」がスタートした。古めかし
い名称だが、私たちを取り巻く様々な状況
を捉えながら、APLAの視点をピリッと打ち
出していこう、という意図。第一回目は「新し
い食料レジームとオルタナティブ」をテーマ
に農業・農民・地域の問題を語り合った。ネ
グロスや東ティモールの仲間とも今後こう
した議論を交流させたいなぁ。（大橋）

　今号の特集ではフィリピンのバナナ・プラ
ンテーションの今を追いましたが、TOPICS
のジンバブエ、コラム『Kakao Kita』のインド
ネシア・パプア州の状況として伝えられたこ
とが、図らずもリンクした1冊になりました。
多国籍企業による土地収奪とそこに住む先
住民族や人びとの対峙が世界のどこでも起
こっていることが分かります。今年は国連が
定めた「家族農業年」。今時代が求める問題
解決の方向性がそこにあることが見えてく
る号となりました。（吉澤）

　「珍しくて見栄えもするし、いいね！」と
言っていただくことの多いハリーナの表紙。
ご存知の通り、アジア地域の織物を撮影し
て表紙にしています。フォトグラファーの方
のご自宅で一度にまとめて何号分も撮影し
てもらうのですが、光の加減や引きと寄り
の具合、一枚の織物の中でもどの部分を切
り取るか、などによってまったく違う表情を
見せてくれるのが興味深いですね。持ち主
の方に寄せてもらうその織物にまつわるス
トーリーも毎号楽しみにしています。（野川） 

「福島の子どもたちに届けよう バナナ募金」へご協力を！
20施設、約1400人の子どもたちへバナナの発送を継続してきていますが、依然としてバナナを通
じて福島との関わりが必要であると感じております。募金額が減少してきております。皆様のご協
力、よろしくお願いいたします。

以下の呼びかけに賛同・参加しました。
●ODA大綱4原則における「非軍事主義」理念の堅持を求める市民声明
●エクアドル大統領宛て抗議文（ハビエル・ラミレス氏の即時釈放、フニン村に逗留中の鉱山開発
公社ENAMI-CODELCO及び警官隊の即時撤退の要請）

●NPO法人制度・税制度に関する要望事項
●イスラエル大使館宛て嘆願書（パレスチナ行政拘禁者に対する即時釈放を求めます）
●駐日イスラエル大使宛て［共同声明］ガザ地区に対する無差別攻撃の即刻停止と国際人道法に則っ
た市民の保護を強く求めます。

●日本国外務大臣、外務副大臣宛て［要請書］イスラエルによるガザへの軍事攻撃を即時中止させ、
ガザの封鎖・市民への集団懲罰を止めてください。

事務局の動き（2014年5月～7月）

事務局からお知らせ

　

み
な
さ
ん
、
初

め
ま
し
て
。
こ
の

4
月
よ
り
A
P
L 

A
の
現
地
イ
ン
タ

ー
ン
と
し
て
ネ
グ

ロ
ス
の
カ
ネ
シ
ゲ

フ
ァ
ー
ム
・
ル
ー

ラ
ル
キ
ャ
ン
パ
ス

︵
K
F
–R
C
︶
に
駐
在

す
る
こ
と
に
な
っ
た
寺
田
俊
で
す
。

昨
年
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
5

ヵ
月
間
、
K
F
–R
C
に
滞
在
し

て
い
ま
し
た
。

　

今
K
F
–R
C
は
、
農
場
の
自

立
運
営
を
め
ざ
し
て
、
日
々
み
ん

な
で
努
力
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か

ら
の
大
き
な
変
化
は
、
ス
タ
ッ
フ

や
研
修
生
が
全
員
で
K
F
–R
C

の
生
産
・
経
営
状
況
を
把
握
し
、 

お
互
い
に
思
っ
て
い
る
こ
と
を
提

案
し
合
う
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
毎
週

1
回
実
施
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

日
本
で
は
、
簡
単
な
こ
と
じ
ゃ
な

い
か
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
ネ
グ
ロ
ス
の
農
民
た
ち
に

は
、
数
週
間
先
、
数
カ
月
先
の
こ

と
を
考
え
て
仕
事
を
す
る
文
化
が

あ
ま
り
根
付
い
て
い
ま
せ
ん
。
そ

う
し
た
な
か
、
K
F
–R
C
で
は
、

み
ん
な
で
問
題
を
把
握
し
、
自
発

的
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
持
ち
は
じ

め
た
と
い
う
こ
と
は
、
以
前
に
比

べ
て
、
と
て
も
大
き
な
変
化
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

　

K
F
–R
C
の
ル
ー
ラ
ル
・
キ

ャ
ン
パ
ス︵
農
民
学
校
︶
は
、
農
場
で

の
研
修
を
終
え
た
卒
業
生
た
ち
が

地
元
で
活
躍
す
る
こ
と
を
サ
ポ
ー

ト
す
る
重
要
な
役
割
も
持
っ
て
い

ま
す
。
卒
業
生
の
1
人
で
あ
る
マ

ー
ヴ
ィ
ン
は
、
子
豚
を
育
て
肥
育

豚
を
販
売
す
る
と
と
も
に
、
豚
の

糞
尿
を
も
と
に
し
た
液
肥
を
畑
や

田
ん
ぼ
に
撒
い
て
、
K
F
–R
C
で

学
ん
だ
循
環
型
農
業
を
実
践
し
て

い
ま
す
。
近
所
の
農
民
も
マ
ー
ヴ

ィ
ン
か
ら
液
肥
を
も
ら
っ
て
、
自

分
の
畑
に
撒
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

初
め
て
訪
れ
た
時
に
は
、
雑
草
や

岩
だ
ら
け
の
何
も
な
い
空
き
地
だ

っ
た
場
所
に
、
立
派
な
豚
舎
と
そ

れ
を
中
心
に
し
た
畑
が
広
が
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
様
子
を
初
め
て
目

に
し
た
と
き
、
正
直
と
て
も
驚
い

た
の
と
同
時
に
自
分
の
こ
と
の
よ

う
に
嬉
し
か
っ
た
で
す
。
こ
の
よ

う
に
、
卒
業
生
た
ち
が
そ
れ
ぞ
れ

の
地
元
へ
帰
り
、
彼
ら
が
中
心
と

な
っ
て
、
各
地
域
の
発
展
に
向
け

て
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
そ

新しくネグロスに
駐在した寺田です！

From Negros,Philippines【ネグロスより】

ス
ト
な
ど
様
々
な
分
野
の
メ
ン
バ

ー
が
い
ま
す
。
A
S
I
N
に
し
か

で
き
な
い
よ
う
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
や
心
の
ケ
ア
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
っ
た
活
動
を
し
て
い
く
予
定
で

す
。

　

こ
う
い
っ
た
活
動
が
、
私
た
ち

の
よ
う
な
外
部
か
ら
で
な
く
、
フ

ィ
リ
ピ
ン
国
内
の
内
側
か
ら
起
き

て
い
る
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ

る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
、K
F
–R
C
や
A
S
I 

N
な
ど
の
最
新
の
情
報
を
A
P
L 

A
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
F
a
c
e 

b
o
o
k
で
み
な
さ
ん
に
発
信
し

て
い
き
ま
す
。
ぜ
ひ
覗
い
て
み
て

く
だ
さ
い
！
︵
A
P
L
A
現
地
イ
ン
タ
ー

ン
：
寺
田
俊
︶■

A
S
I
N

左が寺田。マーヴィン君（右から二番目）の豚舎の前にて。


